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SSH NEWS No.14 

14 1 年探究進学科 夏季課題研究発表会 

 11月 22日（金）、夏季休業中に研究したテーマについて、各クラス代表の 16名が口頭発表を行いました。仁愛大

学・西出和彦教授、福井大学・遠藤貴広准教授を審査員としてお招きし、発表後にはご講評をいただきました。生徒

たちは、これまでに「探究基礎」の授業で学んだことを活かし、分かりやすく発表することができていました。しかし、研

究内容についてはまだまだ改善するべきことがあり、先行研究との違いを明確にすべきだという改善点も見つかりま

した。今回の研究・発表で学んだことは、来年から文理別に実施するグループ研究活動に活かしていきます。 

 以下は審査結果および発表の様子です。 

最優秀賞 
 「音楽のリズムが作業効率に与える影響とは」 

1組 宮本 遥生 

優秀賞 ・ 生徒審査特別賞 
 「生成 AIは記号接地問題を解決できるのか」 

2組 三徳屋 壱星 

敢闘賞 
 「火の鳥アカショウビンは常に赤く見えるわけではない」 

1組 三田村 宙軌 

敢闘賞 
「両側性機能低下による制限」 

2組 清明 奈央 

敢闘賞 
「利き手矯正経験者における利き手矯正の必要性と自認する利き手について」 

1組 渡辺 一稀 

惜しくも入賞とはなりませんでしたが，各クラスを代表して，入賞者を合わせて合計 16名の生徒が口頭発表を行いました。 

2組 永田 寛人 1組 小松 颯心 2組 山本 兼新 2組 坂下 美和 

1組 山本 美帆 2組 橋本 海星 2組 山越 麻寛 1組 藤井 陽丘 2組 石田 結万 1組 久保 瑛汰 

1組 橋本 碧 


